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５月27日、小学校２校では地元産えんどう豆のさやむき体験が行なわれました。またその豆は翌日の給食
に出されました。児童たちは、さやと豆の様子を知り、給食に携わる人々の働きについて勉強しました。
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金
剛
山
夏
ま
つ
り

〜
涼
し
い
風
に
吹
か
れ
て

自
然
と
遊
ぼ
う
〜

日
時
　
７
月
26
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

場
所

府
民
の
森
　
ち
は
や
園
地

内
容楽

し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
大
道

芸
「
キ
ザ
ト
ッ
ト
」、
楽
し
い
ピ

エ
ロ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
お
し

ゃ
べ
り

自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

ち
は
や
園
地
探
検
ラ
リ
ー

時
間
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

費
用

無
料

望
遠
鏡
で
太
陽
観
察

時
間午

前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

費
用

無
料

集
ま
れ
！
夏
の
昆
虫
ク
ラ
フ
ト

時
間午

前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

費
用

５
０
０
円

定
員

60
人

材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了

森
の
窯
で
手
作
り
ピ
ザ
を
作
ろ
う
！

時
間

q
午
前
11
時
〜
　

w
午
後
１
時
〜
　

費
用

１，

０
０
０
円

定
員

各
６
組

自
然
の
中
で
手
作
り
す
る
ピ
ザ
は

最
高
！(

参
加
受
付
は
各
回
一
時
間

前
よ
り
）

森
の
樹
木
で
ト
ン
ト
ン
教
室

時
間午

前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

費
用

無
料

木
の
実
で
ミ
ッ
キ
ー
さ
ん
の

写
真
立
て
を
作
ろ
う

受
付

q
午
前
10
時
30
分
〜

w
午
後
１
時
〜

費
用

３
０
０
円

定
員

各
20
人

森
で
集
め
た
木
の
実
や
小
枝
を
使

っ
て
ク
ラ
フ
ト
し
よ
う
！

〈
問
い
合
わ
せ
〉

ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

1
&4
０
０
５
６

大
阪
府
み
ど
り
公
社

1
06（
６
２
６
６
）１
０
３
８

夏
の
星
座
観
察

週
末
は
、
涼
し
い
金
剛
山
に
泊
ま

っ
て
、
口
径
40
b
の
天
体
望
遠
鏡
で

星
団
や
星
雲
を
観
察
し
て
み
よ
う
。

日
時

７
月
18
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

定
員

30
人

費
用

５
０
０
円

持
ち
物

懐
中
電
灯
、
上
着

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
マ
ー
キ
ン
グ
体
験
！

夏
に
向
け
て
、
暑
い
南
国
か
ら
涼

し
い
と
こ
ろ
へ
大
移
動
し
て
い
く
ア

サ
ギ
マ
ダ
ラ
た
ち
が
、
金
剛
山
に
も

花
　
の
　
文
　
化
　
園

手
作
り
せ
っ
け
ん

「
か
わ
い
い
せ
っ
け
ん
を
作
ろ
う
」

日
時

８
月
８
日（
土
）

q
午
前
10
時
〜

w
午
後
２
時
〜

場
所

花
の
工
房
調
理
室

費
用

５
０
０
円

定
員

各
20
人

そ
ば
う
ち

「
そ
ば
う
ち
を
体
験
し
よ
う
」

日
時

８
月
９
日（
日
）

午
前
10
時
〜

場
所

花
の
工
房
調
理
室

費
用

７
０
０
円

定
員

20
人

勾
玉（
ま
が
た
ま
）作
り

「
マ
イ
ま
が
た
ま
を
作
ろ
う
」

協
力
・
ふ
れ
あ
い
考
古
館

日
時

８
月
19
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所

研
修
室

費
用

３
０
０
円

定
員

20
人

申
し
込
み
方
法

花
の
文
化
園
に
直
接
申
し
込
む
か
、

電
話
で
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間

７
月
４
日（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
各

講
座
開
催
の
７
日
前
ま
で
（
厳
守
）。

※
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

入
園
料

¡
小
学
生
は
無
料
で
す
。

¡
付
き
添
い
の
保
護
者
に
つ
い
て
は
、

入
園
料
を
徴
収
し
ま
す
。
大
人
１
人

５
０
０
円
・
高
校
生
３
０
０
円
・
中

学
生
以
下
無
料
・
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

１，

５
０
０
円

受
講
料

材
料
費
な
ど
、実
費
を
徴
収
し
ま
す
。

※
徴
収
は
当
日
教
室
で
行
い
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
立
花
の
文
化
園

企
画
管
理
課
　
1
^3
８
７
３
９

バ
タ
ー
づ
く
り
　

「
メ
ン
ド
テ
ー
ル
バ
タ
ー（
パ
セ
リ

入
り
）を
作
ろ
う
」

日
時

７
月
18
日（
土
）

q
午
前
10
時
〜

w
午
後
２
時
〜

場
所

花
の
工
房
調
理
室

費
用

４
０
０
円

定
員

各
20
人

陶
芸
「
陶
器
の
人
形
を
作
ろ
う
」

日
時

７
月
19
日（
日
）

q
午
前
10
時
〜

w
午
後
２
時
〜

場
所

花
の
工
房
工
芸
室

費
用

１，

０
０
０
円

定
員

各
20
人

ク
ラ
フ
ト

「
自
然
素
材
で
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
」

協
力
・（
財
）大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会

日
時

７
月
25
日（
土
）

q
午
前
10
時
〜

w
午
後
２
時
〜

場
所

研
修
室

費
用

５
０
０
円

定
員

各
20
人

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

「
く
だ
も
の
の
壁
飾
り
を
作
ろ
う
」

日
時

７
月
26
日（
日
）

q
午
前
10
時
〜

w
午
後
２
時
〜

場
所

研
修
室

費
用

１，

０
０
０
円

定
員

各
20
人

木
工
教
室

「
焼
き
杉
鉢
カ
バ
ー
を
作
ろ
う
」

協
力
・
大
阪
府
森
林
組
合

日
時

８
月
２
日（
日
）

q
午
前
10
時
〜

w
午
後
２
時
〜

場
所

木
根
館
（
花
の
文
化
園
隣
接
）

費
用

７
０
０
円

定
員

各
10
人

立
ち
寄
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
羽
に

マ
ー
ク
を
付
け
て
、
ど
こ
ま
で
飛
ん

で
い
く
か
を
調
べ
ま
す

日
時

７
月
20
日（
月
・
祝
）

午
後
１
時
〜
３
時

定
員

30
人

費
用

５
０
０
円

持
ち
物

飲
物
、
ぼ
う
し
、
タ
オ
ル
、

雨
具
、
あ
れ
ば
捕
虫
網

服
装歩

き
や
す
い
靴
と
動
き
や
す
い
服

金
剛
山
で
日
食
観
察

金
剛
山
か
ら
日
食
を
観
察
し
ま
す
。

部
分
日
食
で
す
が
、
十
分
楽
し
め
ま

す
。

日
時

７
月
22
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

費
用

１
０
０
円

持
ち
物

昼
食
、
飲
物
、
雨
具

服
装歩

き
や
す
い
靴
と
動
き
や
す
い
服

夏
の
大
三
角
を
探
そ
う

大
三
角
を
め
じ
る
し
に
、
星
座
や

星
団
を
観
察
し
よ
う
。

日
時

７
月
25
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

定
員

30
人

費
用

５
０
０
円

持
ち
物

懐
中
電
灯
、
上
着

※
星
空
観
察
参
加
に
際
し
て
は
宿
泊

が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
宿
泊
費

は
別
途
必
要
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

1
&4
０
０
５
６

〈
宿
泊
問
い
合
せ
〉

¡
香
楠
荘
　
1
&4
０
３
２
１

¡
金
剛
山
キ
ャ
ン
プ
場

1
&4
０
０
５
６
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花
の
絵
画
展
作
品
募
集
と

子
ど
も
写
生
大
会
の
開
催

府
立
南
大
阪
高
等
職
業

技
術
専
門
校
生
徒

自
然
と
ふ
れ
あ
う
生
物
観
察
会
に

親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

８
月
４
日（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午

（
小
雨
決
行
、
雨
天
ま
た
は
河

川
増
水
時
は
中
止
）

場
所

石
川
上
流
滝
畑

内
容

水
生
生
物
の
観
察
体
験

持
ち
物

筆
記
用
具
、
弁
当
、
着
替

え
な
ど

交
通

河
内
長
野
駅
よ
り
臨
時
送
迎

バ
ス
あ
り

費
用

無
料

受
付

７
月
24
日（
金
）ま
で
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

月
日

７
月
18
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

村
立
郷
土
資
料
館

２
階
研
修
室

定
員

40
人

講
師

社
会
教
育
課
職
員

費
用

５
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
立
郷
土
資
料
館

1
&2
１
５
８
８

楠
公
史
跡
保
存
会
で
は
、「
金
剛

山
の
里
の
自
然
と
歴
史
を
次
の
世
代

へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
年
間
を
通
じ

て
美
化
、
清
掃
、
整
備
を
行
う
な
ど

景
観
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
会

員
と
一
緒
に
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時

７
月
12
日（
日
）

午
前
７
時
〜
10
時
頃

※
大
雨
の
場
合
は
、
13
日（
月
）

集
合
場
所
・
作
業
場
所

楠
公
誕
生
地
、
千
早
城
跡
、
奉
建

塔
、
上
赤
阪
城
跡
、
下
赤
阪
城
跡
、

不
本
見
神
社
、
金
峰
神
社
、
産
湯

の
井
戸
他

対
象

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

用
意
す
る
も
の

草
刈
り
用
具
な
ど

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

（
社
）千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

1
&2
１
５
８
８

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月
か
ら

次
の
と
お
り
一
般
開
放
を
し
ま
す
。

日
時７

月
18
日（
土
）〜
８
月
30
日（
日
）

午
前
の
部
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
45
分

午
後
の
部
　

午
後
１
時
〜
４
時
45
分

※
休
館
日
（
月
曜
日
祝
日
の
場
合
翌

日
）
お
よ
び
水
泳
教
室
開
催
時

（
７
／
22
〜
26
午
後
の
部
）
は
一
般

開
放
を
行
い
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

海
洋
セ
ン
タ
ー
　
1
&2
７
１
８
３
　

日
時

７
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

多
聞
尚
学
館
（
体
育
館
）

内
容

各
種
手
作
り
品
、
富
貴
蘭
全

般
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
押

し
花
ア
ー
ト
の
展
示

〈
問
い
合
わ
せ
〉

事
務
局
　
大
西

1
０
９
０（
３
７
２
４
）７
３
６
１

「
花
の
絵
画
展
」
の
作
品
募
集

平
成
22
年
１
月
６
日（
水
）〜
２
月

７
日（
日
）に
開
催
す
る
「
花
の
絵
画

展
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

中
学
生
以
下

応
募
条
件

花
の
文
化
園
で
描
い
た
花
や
花
の

あ
る
風
景
の
絵
画

※
た
だ
し
、
花
の
文
化
園
が
配
布
す

る
画
用
紙
に
描
い
た
も
の

画
用
紙
の
配
布

７
月
14
日（
火
）〜
８
月
30
日（
日
）

応
募
方
法

作
品
の
裏
に
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名
、
題
名
、
学
校
（
園
）
名
、

学
年
（
年
齢
）
を
記
入
し
て
花
の

文
化
園
企
画
管
理
課
ま
で
郵
送
ま

た
は
持
参
。

作
品
受
付
期
間

７
月
14
日（
火
）〜
９
月
12
日（
土
）

必
着

子
ど
も
写
生
大
会

「
花
の
絵
画
展
」
の
作
品
募
集
中

の
７
月
20
日（
月
）・
８
月
２
日（
日
）

に
子
ど
も
写
生
大
会
を
開
催
。

中
学
生
以
下
の
入
園
は
無
料
・
画

用
紙
の
配
布
（
１
人
１
枚
無
料
）、

絵
画
指
導
あ
り
ま
す
。

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
入
園
は
午
後
４
時
ま
で
）

対
象

中
学
生
以
下

場
所

花
の
文
化
園
（
河
内
長
野
市

高
向
２
２
９
２
―
１
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
立
花
の
文
化
園

1
^3
８
７
３
９

大
阪
府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技
術

専
門
校
で
は
、
10
月
入
校
の
生
徒
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

新
規
学
卒
者
か
ら
離
転
職
者
ま
で
、

幅
広
い
年
代
を
対
象
と
す
る
職
業
技

術
専
門
校
で
、
通
信
・
環
境
・
整
備

分
野
の
技
能
者
の
養
成
の
た
め
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

募
集
科
目

¡
空
調
設
備
科
（
１
年
）

¡
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
科

（
６
カ
月
）

定
員

各
科
30
人

費
用

授
業
料
無
料
（
教
科
書
代
な

ど
実
費
）

場
所

和
泉
市
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
２

―
３
―
５
（
泉
北
高
速
鉄
道
・

和
泉
中
央
よ
り
南
海
バ
ス
で

セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

願
書
受
付

７
月
17
日（
金
）〜
８
月
19
日（
水
）

試
験
日

９
月
10
日（
木
）

〈
出
願
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技
術

専
門
校
　
1
０
７
２
５
%3
３
０
０
５

〈
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
ハ
イ
テ
ク
技
術
に

挑
戦
〉

航
空
学
生

¡
各
種
航
空
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養

成
¡
６
年
後
に
幹
部
に
任
官

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
高
卒
（
見
込

み
含
む
）
か
ら
21
歳
未
満
の
人

試
験
日

９
月
23
日（
水
）（
１
次
）

一
般
曹
候
補
学
生

¡
小
部
隊
指
揮
官
の
養
成

¡
配
置
に
よ
り
航
空
機
整
備
、電
計
、

通
信
等
技
術
資
格
取
得

¡
２
年
９
カ
月
経
過
以
降
選
考
で
曹

に
任
官

¡
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
日

９
月
19
日（
土
）（
１
次
）

受
付８

月
１
日（
土
）〜
９
月
11
日（
金
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

自
衛
隊
富
田
林
地
域
事
務
所

1
@4
３
７
９
９

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
自
然
学
習
会

草
刈
り
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
一
般
開
放

千
早
地
区
手
作
り

「
技
業
展
」

講
演
会
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る

石
造
物
造
立
の
三
つ
の
波
」

防
衛
省
自
衛
官
募
集

わ
ざ
わ
ざ
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石川ブロックの河川整備計画についての
説明会開催のお知らせ

～みんなで考えてみませんか、「人」「自然」「歴史」の交流の川づくり～

大阪府では、「石川ブロック河川整備計画」の策定にあたり、平成19年度より学識者などからなる「大阪府河川整備
委員会」において内容の検討を行っています。説明会は、住民のみなさまのご意向を計画へ反映させることを目的と
して、計画の内容を説明し、ご意見をお聞きする場です。

月　日 時　　　間 場　　　　　　　所

７月10日（金） 午後７時～８時30分 河南町　ぷくぷくドーム

７月11日（土） 午後２時～３時30分 河内長野市　フォレスト三日市３Ｆ三日市市民ホール

７月13日（月） 午後７時～８時30分 羽曳野市役所　別館３Ｆ大会議室

７月14日（火） 午後７時～８時30分 南河内府民センター内　富田林土木事務所３Ｆ講堂

〈問い合わせ〉大阪府富田林土木事務所　建設課　河川砂防グループ　1@51131

※説明会に参加できない人は建設課で資料の閲覧ができます。（７月１日から２週間）

村食生活改善推進員（みつば会）による親子料理教室を開催します。
料理初心者の子どもさん大歓迎！親子で料理を楽しみましょう。
夏休みの親子のイベントにいかがですか？
日時 ８月28日（金）午前９時30分～午後１時ごろ
場所 保健センター
対象 村内在住　小学１～６年生とその保護者（きょうだいの保育あり）
定員 子ども12人（初回の人優先、先着順）

※必ず保護者と一緒に参加してください。
献立 サケのハンバーグ

切干し大根の中華風サラダ
グリーンスープ　他

※　食べ物のアレルギーのある人で、詳しい材料を知りたい人は問い合わせてください。
費用 無料
受付 ７月６日（月）～24日（金）
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

富
田
林
市
防
火
協
会
で
は
、
消
防
本

部
と
の
共
催
に
よ
り
防
火
標
語
を
募
集

し
ま
す
。
防
火
標
語
の
募
集
は
、
広
く

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
最
優
秀
作
品
は
、
火
災
予
防
の

普
及
Ｐ
Ｒ
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
や
手
法
な
ど
を

簡
潔
に
表
現
し
た
斬
新
な
作
品
が
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
前
回
の
標
語
は
、『
灰
に
し
て

泣
く
よ
り
笑
顔
で
　
火
の
用
心
』で
す
。

期
間７

月
１
日（
水
）〜
８
月
31
日（
月
）

応
募
資
格

富
田
林
市
・
太
子
町
・
千

早
赤
阪
村
の
各
在
住
者

応
募
方
法

は
が
き
か
ｅ
メ
ー
ル
で
８

月
31
日（
月
）必
着
。

は
が
き
の
場
合

標
語（
20
字
以
内
）を
書
き
、
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

yobou@
119 .city.tondabayashi.osaka.jp

選
考

９
月
下
旬
に
最
優
秀
作
品
１

点
、
優
秀
作
品
３
点
を
選
考
し
、
入

賞
者
に
は
表
彰
状
と
記
念
品
を
授
与

し
ま
す
。

※
応
募
作
品
の
お
返
し
は
し
ま
せ
ん
。

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
〉

〒
５
８
４
―
０
０
３
６
　

富
田
林
市
甲
田
一
丁
目
７
の
１

富
田
林
市
消
防
本
部
内
防
火
協
会
事

務
局
（
予
防
課
）

1
@5
７
４
０
０

防
火
標
語
を

募
集
し
ま
す
！

夏 休 み 親 子 料 理 教 室 参 加 者 募 集
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第
12
回
大
阪
府
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

申
請
期
間
は
、
７
月
２
日（
木
）か

ら
８
月
７
日（
金
）ま
で
で
す
。

申
請
資
格
は
、
７
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
大
阪
府
公
安
委
員
会
の

運
転
免
許
（
原
付
・
小
型
特
殊
免
許

を
除
く
）
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
次

の
条
件
を
み
た
し
、
過
去
３
年
間
に

毎
年
安
全
運
転
講
習
（
更
新
時
の
講

習
を
除
く
）を
受
け
て
い
る
人
で
す
。

申
請
は
勤
務
地
ま
た
は
居
住
地
の

警
察
署
交
通
課
ま
で
。

※
運
転
記
録
証
明
書
、
無
事
故
・
無

違
反
証
明
書
は
７
月
22
日（
水
）ま

で
に
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
富
田
林
警
察
署
交
通
課

1
@5
１
２
３
４

¡
富
田
林
交
通
安
全
協
会

1
@4
３
５
１
６

¡
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

大
阪
府
事
務
所
光
明
池
分
室

1
０
７
２
５
%6
２
６
２
６

大
阪
府
と
府
内
市
町
村
で
は
７
月

20
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
を
「
セ
ア

カ
ゴ
ケ
グ
モ
等
対
策
月
間
」
と
し
て

定
め
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
に
府
下
で
発
見
さ
れ
て

以
来
、
現
在
で
は
そ
の
生
息
域
を
府

下
全
域
に
広
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
ク

モ
は
強
い
毒
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、

突
か
れ
る
と
驚
い
て
死
ん
だ
ま
ね
を

す
る
な
ど
、
攻
撃
性
は
少
な
く
比
較

的
お
と
な
し
い
ク
モ
で
す
。
素
手
で

さ
わ
ら
な
い
限
り
咬
ま
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
見
し
た
ら
、
殺

虫
剤
な
ど
で
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

生
息
場
所
は
、
次
の
よ
う
な
と
こ

ろ
で
す
。

○
排
水
溝
の
側
面
や
ふ
た
の
裏

○
花
壇
ま
わ
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
く
ぼ

み
や
穴
、
プ
ラ
ン
タ
ー
と
壁
と
の

隙
間
、
う
つ
伏
せ
の
空
の
植
木
鉢

の
中

○
芝
生
や
植
木
あ
る
い
は
水
抜
き
管

の
内
部

○
墓
石
の
花
立
て
と
線
香
立
て
の
間

や
巻
き
石
な
ど
の
隙
間

○
自
動
販
売
機
の
裏
、
ク
ー
ラ
ー
室

外
機
の
裏
、
浄
化
槽
ブ
ロ
ア
ー
カ

バ
ー
の
内
部
な
ど
の
人
工
的
な
熱

源
の
回
り
　

特
徴メ

ス
　
体
長
約
１
b

全
体
に
黒
く
背
に
赤
色
の
帯
状
の

模
様
の
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

村
で
は
、
児
童
虐
待
な
ど
要
保
護

児
童
の
問
題
に
対
し
、
地
域
の
各
関

係
機
関
お
よ
び
団
体
が
連
携
を
密
に

し
、
適
切
な
対
応
を
行
う
た
め
、「
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
子
ど

も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
虐
待

を
疑
っ
た
り
発
見
し
た
と
き
は
、
左

記
へ
相
談
（
通
告
）
し
て
く
だ
さ
い
。

○
保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
福
祉
課
）

〔
相
談
窓
口
〕

¡
平
日
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

¡
夜
間
　

午
後
５
時
30
分
〜
翌
日
午
前
９
時

土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
、
役

場
の
代
表
番
号
に
電
話
く
だ
さ
い
。

警
備
員
が
担
当
職
員
に
連
絡
し
ま
す
。

○
大
阪
府
富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

1
@5
２
２
６
３
（
児
童
虐
待
１
１
０
番
）

1
@5
１
１
７
２
（
直
通
）

¡
平
日
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分

○
大
阪
府
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

¡
夜
間
・
休
日
虐
待
通
告
窓
口

1
０
７
２（
２
９
５
）８
７
３
７

¡
平
日
　

午
後
５
時
45
分
〜
翌
日
午
前
９
時

土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
終
日

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

試
験
要
領
な
ど
（
受
験
申
込
書
）

¡
配
布
時
期
お
よ
び
受
付
期
間

６
月
19
日（
金
）〜
７
月
13
日（
月
）

¡
配
布
場
所

村
健
康
福
祉
課
、
保
健
所
、
府
民

お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
情
報
プ
ラ
ザ

（
府
税
事
務
所
内
）
な
ど

試
験
日

10
月
25
日（
日
）
午
前
10
時
〜

〈
問
い
合
わ
せ
〉

7
大
阪
府
地
域
福
祉
推
進
財
団
試

験
係
　
1
06（
６
７
６
３
）８
０
４
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
し
て
社
会
参

加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
地
域
社

会
か
ら
臨
時
的
、短
期
的
な
仕
事
や
、

短
時
間
の
仕
事
を
引
き
受
け
、
提
供

し
て
い
る
公
共
的
、
公
益
的
な
団
体

で
す
。

現
在
、
施
設
管
理
・
設
備
管
理
・

販
売
業
務
・
剪
定
・
草
刈
・
伐
採
・

庭
掃
除
・
農
作
業
・
庭
木
や
み
か
ん

の
消
毒
・
家
屋
の
補
修
・
障
子
や
網

戸
張
替
え
・
部
屋
の
掃
除
・
留
守
番

な
ど
多
く
の
分
野
で
会
員
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
入
会
し
ま
せ

ん
か
。

入
会
資
格

村
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

年
会
費

３，
０
０
０
円（
傷
害
保
険
料
含
む
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

村
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
、

千
早
赤
阪
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
務
局
　
1
&2
０
２
９
４

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
大
西
　
寛
（
東
阪
１
２
３
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
父
孝
二
の
供
養
と
し
て

◎
寺
川
佳
成
（
川
野
辺
１
４
４
）

５
０，

０
０
０
円

亡
母
イ
ト
エ
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意

初級 運転免許取得後 過去３年間無事
表彰 ３年以上の人 故無違反で行政
中級 初級表彰後３年 処分がないこと
表彰 以上の人 必要書類
上級 中級表彰後３年 運転記録
表彰 以上の人 証明書

上級表彰後10年以上の人で過去10年間
特別 無事故無違反で行政処分がないこと
優良 必要書類

無事故・無違反証明書

（
（ ）

）

児
童
虐
待
相
談

（
通
告
）
窓
口

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ
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○
介
護
保
険
料

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

は
、
前
年
中
の
所
得
や
世
帯
の
住
民

税
の
課
税
状
況
な

ど
に
応
じ
て
、
８

段
階
に
分
か
れ
ま

す
。保

険
料
額
決
定

通
知
書
は
、
４
月

に
行
っ
た
仮
決
定

の
介
護
保
険
料
の

額
（
普
通
徴
収
者

は
４
〜
６
月
分
、

特
別
徴
収
者
は

４
、
６
、
８
月
分

が
仮
決
定
の
介
護

保
険
料
の
額
と
な

り
ま
す
。）
を
差

し
引
い
た
額
を
残

り
の
納
付
月
に
分

割
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
か

ら
平
成
23
年
度

の
３
年
間
に
見

込
ま
れ
る
介
護

○
国
民
健
康
保
険
料

保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、
４
月

に
行
っ
た
仮
決
定
の
国
民
健
康
保
険

料
の
額
（
普
通
徴
収
者
は
４
〜
６
月

分
、
特
別
徴
収
者
は
４
、
６
、
８
月
分
）

を
差
し
引
い
た
額
を
残
り
の
納
付
月

に
分
割
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
40
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
人

の
国
民
健
康
保
険
料
に
は
介
護
保
険

料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

¡
65
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
世
帯
主
の
人
へ

介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
お
支
払
い
）
し
て
い
る
世
帯

主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
全
員
が
65

歳
以
上
74
歳
未
満
の
場
合
は
、
国
民

健
康
保
険
料
も
世
帯
主
の
年
金
か
ら

特
別
徴
収
し
ま
す
。

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
料
と
介

護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
場
合
な
ど
は
、
普

通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）
と

な
り
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

保
険
料
の
納
め
方
は
二
通
り

¡
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
お
支
払
い
）

年
金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
給
し

て
い
る
人
は
、
原
則
、
特
別
徴
収
で

す
。
た
だ
し
後
期

高
齢
者
医
療
保
険

料
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
年
金

額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
場
合
な
ど

は
普
通
徴
収
で
す
。

保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、
４
月

に
行
っ
た
仮
決
定
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
額
（
４
、
６
、
８
月
）

を
差
し
引
い
た
額
を
残
り
の
納
付
月

に
分
割
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
新
た
に
10
月
か
ら
特
別
徴

収
に
な
る
人
の
場
合
、
７
月
か
ら
９

月
は
、
普
通
徴
収
で
す
。

¡
普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
人

の
納
付
月
は
、
毎
年
７
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
９
回
割
で
す
。（
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普
通
徴
収
は

４
月
か
ら
６
月
の
納
付
月
が
あ
り
ま

せ
ん
。）

保
険
料
の
納
付
は便

利
な
口
座
振
替
で

普
通
徴
収
に
よ
る
介
護
保
険
料
・

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
は
、
村
か
ら
送
付
す
る
納

付
書
で
取
り
扱
い
金
融
機
関
ま
た
は

役
場
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

保
険
料
の
お
支
払
い
は
、
納
期
限

ご
と
に
自
動
的
に
指
定
の
預
金
口
座

か
ら
振
替
納
付
さ
れ
る
口
座
振
替
が

便
利
で
安
心
で
す
。

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

預
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
鑑
、
納
入

通
知
書
を
持
参
の
う
え
、
次
の
取
り

扱
い
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
口
座
振
替
は
毎
月
25
日

と
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
た
だ
し
、
指
定
振
替
日
が
取
り

扱
い
金
融
機
関
な
ど
の
休
日
に
あ
た

る
場
合
は
、
１
営
業
日
前
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

（
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
）

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井
住
友
・

り
そ
な
・
近
畿
大
阪
の
各
銀
行
及
び

大
阪
南
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
郵
便
局

保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
健
康
福
祉
課
（
介
護
保
険
）

¡
保
険
課
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
）

平
成
21
年
度
の
介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
本
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

平
成
21
年
度
の
介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
本
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
お
支
払
い
）
で
納
め
て
い
る
人
へ

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
「
特
別
徴
収
」

で
納
め
て
い
る
人
は
、
保
険
料
の
納
付
方
法
を
「
口
座
振
替
」
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
保
険
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
方
法
の
変
更
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
特
に
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
21
年
６
月
に
皆
さ
ん
の
平
成
21
年
度
の
住
民
税
が
確
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
今
年
度
の
介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
７
月
初
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知

書
や
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。（
年
度
途
中
に
被
保
険
者
に
な
っ
た
人
は
、

資
格
を
取
得
し
た
月
か
ら
月
割
で
計
算
し
て
い
ま
す
。）

合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以
下の人
合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を
超える人
本人が住民税非課税で合計所得金額と課税年金収
入額の合計が80万円以下の人（住民税課税の人と
同世帯）
本人が住民税非課税で合計所得金額と課税年金収
入額の合計が80万円を超える人（住民税課税の人
と同世帯）

合計所得金額が125万円未満の人

合計所得金額が125万円以上200万円未満の人

合計所得金額が200万円以上400万円未満の人

合計所得金額が400万円以上の人

生活保護受給者もしくは、老齢福祉年金受給者で、世帯全員
が市町村民税非課税の人

対　　象　　者
平成21年度

段階 賦課割合（年額）

第１段階 基準額×0.50
28,640円

第２段階 基準額×0.50
28,640円

第３段階 基準額×0.75
42,960円

第４段階
（特例）

基準額×0.85
48,680円

第４段階 基準額
57,270円

第５段階 基準額×1.10
63,000円

第６段階 基準額×1.25
71,590円

第７段階 基準額×1.50
85,910円

第８段階 基準額×1.75
100,230円

サ
ー
ビ
ス
費
用
を
も
と
に
、
65
歳

以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
を
決
定

し
ま
し
た
。

住民税
世帯非課税

住民税
本人非課税

住民税
本人課税
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「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」

の
お
知
ら
せ

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」

の
お
知
ら
せ

被
保
険
者
証
を
更
新
し
ま
す

平
成
21
年
８
月
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
が
「
桃
色
」
に
変

わ
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
下
旬

ま
で
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま

す
。
有
効
期
限
は
平
成
22
年
７
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
で
、
届
い
た
日
か

ら
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
被
保
険
者
証

は
、
破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
役
場

保
険
課
の
窓
口
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
）
の
し
お
り
」
の

中
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
カ
ー

ド
を
医
師
・
薬
剤

師
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

医
療
機
関
な
ど
で
の
自
己
負
担
割
合

一
部
負
担
金
の
割
合
（
１
割
ま
た
は

３
割
）
な
ど
は
、
所
得
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
地
方
税
法
上
の
各

種
所
得
控
除
後
の
所
得
（
課
税
標
準

額
）
が
１
４
５
万
円
以
上
あ
る
被
保

険
者
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
被
保
険

者
は
、
す
べ
て
現
役
並
み
所
得
者

（
３
割
）
と
な
り
ま
す
。

基
準
収
入
額
適
用
申
請
を

一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
３
割
」

の
人
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
と

き
は
、基
準
収
入
額
適
用
申
請
を
し
、

認
め
ら
れ
る
と
負
担
割
合
を「
１
割
」

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

q
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
が
１
人
の

場
合

→

被
保
険
者
本
人
の
収
入
額
が

３
８
３
万
円
未
満
の
と
き

w
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
が
複
数
い

る
場
合

→

被
保
険
者
の
収
入
の
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満
の
と
き

e
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
が
１
人
で
、

か
つ
同
一
世
帯
に
70
歳
以
上
75
歳

未
満
の
人
が
い
る
場
合

→

被
保
険
者
本
人
の
収
入
額
が

３
８
３
万
円
以
上
の
場
合
で
、

被
保
険
者
本
人
お
よ
び
70
歳
以

上
75
歳
未
満
の
人
の
収
入
の
合

計
額
が
５
２
０
万
円
未
満
の
と

き

申
請
に
必
要
な
も
の

¡
印
鑑
・
被
保
険
者
証

¡
平
成
20
年
中
の
収
入

額
を
確
認
で
き
る
書
類

（
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
（
減
額
認
定
証
）
の
更
新
を

減
額
認
定
証
は
、
医
療
機
関
に
入

院
し
た
と
き
に
窓
口
で
提
示
す
る
と
、

医
療
費
・
食
事
代
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品
と
は
、

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た

後
に
販
売
さ
れ
る
、
先
発
医
薬
品
と
同
じ

有
効
成
分
、
同
じ
効
能
・
効
果
を
も
つ
医

薬
品
で
す
。
先
発
医
薬
品
に
比
べ
薬
価
が

安
く
自
己
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政

の
効
率
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

す
る
被
保
険
者
が
交
付
の
対
象
で
す
。

現
在
、
交
付
さ
れ
て
い
る
減
額
認

定
証
の
有
効
期
間
は
平
成
21
年
７
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
８
月
１
日
か
ら
有
効
と
な

る
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
交
付
を
受
け
て
い
な
か

っ
た
人
も
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

¡
印
鑑
・
被
保
険
者
証

¡
過
去
12
カ
月
の
入
院

が
90
日
を
越
え
て
い

る
人
の
み
入
院
日
数

の
わ
か
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
保
険
課
　
ま
た
は

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

1
06（
４
７
９
０
）

・
２
０
２
８
（
資
格
管
理
課
）

・
２
０
３
１
（
給
付
課
）

・
２
０
２
９
（
総
務
企
画
課
）

社会を明るくする運動は、すべての国民が犯罪の防止と、罪を犯した人たち
の更生について理解を深め、それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない
明るい社会を築こうとする全国的な運動です。千早赤阪村、富田林市、太子町、
河南町の地区保護司会、更生保護女性会では、７月１日から31日まで強調月間
として、ミニ集会や啓発物品の配付など様々な行事を行います。

〈問い合わせ〉健康福祉課

「社会を明るくする運動」強調月間7月1日～31日

ひまわりをデザイン
したシンボルマークは、
青少年が太陽に向かっ
て咲くひまわりのよう
に、明るく強く成長し
てほしいとの願いがこ
められたものです。

平成21年度保険料の軽減措置

平成21年度は、従来の保険料軽減措置
（均等割の７割、５割または２割軽減）に
加え、次の軽減措置が行われます。保険
料額決定通知書で確認してください。
q均等割額の軽減

w制度に加入する日の前日において、会
社の健康保険や共済組合、船員保険の
被扶養者であった人は、加入後２年を
経過するまで所得割額は課されず、均
等割額は５割軽減されます。ただし平
成21年度は特例として均等割額が９割
軽減されます。

e所得割額の賦課対象者のうち、所得割
額算定にかかる「基礎控除後の総所得
金額等（賦課のもととなる所得金額）」
が58万円以下の人は、所得割額が５割
軽減されます。

q下欄wに属する被保険者で
あり、世帯内の被保険者全
員の各種所得が０円となる
とき（公的年金等控除額は
80万円として計算）

９割
※平成21年度
新設

７割
※平成21年度
は特例とし
て8.5割

５割

２割

4,741円

7,112円

23,707円

37,932円

w世帯（同一世帯内の被保険
者と世帯主）の総所得金額
などが、基礎控除額（33万
円）を超えないとき

e世帯（同一世帯内の被保険
者と世帯主）の総所得金額
などが、【基礎控除額（33万
円）＋24.5万円×被保険者の
数（被保険者である世帯主
を除く）】を超えないとき

r世帯（同一世帯内の被保険
者と世帯主）の総所得金額
などが、【基礎控除額（33万
円）＋35万円×被保険者の
数】を超えないとき

所得の判定区分 軽減割合 軽減後の均等
割額（年額）
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―
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
の

第
１
期
納
期
は
７
月
31
日
ま
で
―

区分

21年 １年目
第１期 ７月１日～31日

第２期 12月１日～25日

22年 ２年目
第１期 ７月１日～31日

第２期 12月１日～25日

23年 ３年目
第１期 ７月１日～29日

第２期 12月１日～22日

備考
１年目の第１期納期限に一括納付した場合14％
の相当額を差し引いた金額になります。

平成21年８月１日使用開始する区域
（今回、納付書を郵送する人）

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

下
水
道

下
水
道 
下
水
道

下
水
道 
下
水
道

下
水
道 
下
水
道 

８
月
か
ら
使
用
区
域
が
拡
大

★
拡
大
区
域
は
、
水
分
・
吉
年
地
区

の
一
部
で
す
。

★
下
水
道
が
使
え
る
区
域
に
土
地
を

所
有
す
る
人
は
、
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
・
分
担
金
の
納
付
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

「
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・

分
担
金
」
と
は
、
下
水
道
の
使
え
な

い
区
域
と
の
整
合
を
図
る
た
め
の
制

度
で
、
そ
の
費
用
は
下
水
道
の
建
設

費
の
一
部
に
使
用
し
ま
す
。

※
《
土
地
１
g
あ
た
り
６
８
０
円
》

が
今
回
下
水
道
を
使
用

で
き
る
区
域

８
月
か
ら
下
水
道
を
使
用（
供
用
）

開
始
す
る
区
域
の
関
係
す
る
人
に
、

受
益
者
負
担
金
（
５
月
に
申
告
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
を
基
に
）
を
決
定

し
ま
し
た
。

納
付
書
は
、
７
月
上
旬
に
賦
課
対

象
と
な
る
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
地

上
権
者
に
郵
送
し
ま
す
。

支
払
い
は
、「
分
割
」
か
「
一
括
」

の
ど
ち
ら
で
も
可
能
で
す
。

※
分
割
で
支
払
い
の
場
合
h
３
年
分

割
で
年
２
回
計
６
回
で
納
付
で
き

ま
す
。

※
一
括
納
付
の
場
合
h
初
年
度
の
第

１
期
納
期
限
（
７
月
31
日
）
ま
で

に
一
括
納
付
さ
れ
る
と
報
奨
金

（
負
担
金
・
分
担
金
額
の
14
％
相

当
額
）
を
差
し
引
い
た
金
額
で
納

め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
の
で
、

大
変
お
得
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

水
洗
化
を
し
よ
う
！

▲水分地区の一部

▼吉年地区の一部

○
３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域

内
で
汲
み
取
り
式
便
所
を
使
用
さ

れ
て
い
る
人
は
、
法
律
で
３
年
以

内
に
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
、
風
呂

や
台
所
な
ど
か
ら
出
る
雑
排
水
と

と
も
に
下
水
道
に
流
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
浄
化
槽
を

使
用
さ
れ
て
い
る
人
は
速
や
か
に

排
水
設
備
工
事
の
実
施
を
お
願
い

し
ま
す
。

改
造
工
事
を
実
施
さ
れ
る
場
合

は
、
村
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
水
洗
便
所
改
造
の
無
利
子
貸
付

制
度
の
活
用
を

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域

で
は
、
水
洗
化
の
改
造
工
事
が
行

わ
れ
、
下
水
道
の
使
用
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

汲
み
取
り
便
所
を
改
造
し
た
人

か
ら
は
、悪
臭
な
ど
が
無
く
な
り
、

大
変
快
適
に
な
っ
た
と
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
改
造
工
事
の
と
き

の
、
皆
さ
ん
の
負
担
の
軽
減
と
水

洗
化
の
促
進
を
図
る
た
め
、
無
利

子
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
無
利
子
貸

付
制
度
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、
連

帯
保
証
人
（
大
阪
府
内
に
居
住
）

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
貸
し
付
け
の
対
象
と
な

る
の
は
、
下
水
道
の
使
用
区
域
に

な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
改
造
工

事
を
す
る
場
合
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

下水道へ接続のお願い
下水道が使える区域で、汚水が発生する家屋や工場など

の所有者は、下水道法で接続を義務づけられています。
qトイレは水洗化（下水道に接続）
※汲み取り式便所は３年以内に水洗便所に。
※浄化槽式水洗便所は遅滞なく水洗化を。
wすべての排水を下水道に（台所・風呂・洗面所など、雨
水は除く。）

水分老人憩いの家 

吉年老人憩いの家 

水分老人憩いの家 

水分老人憩いの家 

吉年老人憩いの家 吉年老人憩いの家 
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事
故
を
防
ぎ
、
長
く
安
全
に
使
う
た
め
に
「
長
期
使
用
製
品
安

全
点
検
制
度
」
が
今
年
４
月
か
ら
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

ガ
ス
機
器
や
風
呂
釜
な
ど
長
期
に
使
用
さ
れ
る
製
品
は
、
古
く

な
る
と
部
品
な
ど
が
劣
化
（
経
年
劣
化
）
し
、
火
災
や
死
亡
事
故

を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

次
の
対
象
製
品
を
購
入
し
た
場
合
は
、
販
売
者
か
ら
点
検
制
度

の
説
明
を
受
け
、
所
有
者
登
録
を
し
ま
す
。
点
検
時
期
が
く
る
と

通
知
が
届
き
ま
す
の
で
点
検
（
有
料
）
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
通
知

な
く
訪
問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
引
越
し
な
ど
で
所
有
者
情
報
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
も
、

メ
ー
カ
ー
な
ど
の
登
録
先
に
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
製
品
（
特
定
保
守
製
品
）

¡
屋
内
式
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
か
し
器
（
都
市
ガ
ス
用
・
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
用
）

¡
屋
内
式
ガ
ス
風
呂
釜
（
都
市
ガ
ス
用
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
用
）

¡
石
油
給
湯
器

¡
石
油
風
呂
釜

¡
密
閉
燃
焼
（
Ｆ
Ｆ
）
式
石
油
温
風
暖
房
機

¡
ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気
食
器
洗
機

¡
浴
室
用
電
気
乾
燥
機

※
現
在
お
使
い
の
製
品
も
点
検
可
能
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
メ
ー

カ
ー
な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〈
制
度
の
問
い
合
わ
せ
〉

近
畿
経
済
産
業
局
製
品
安
全
室
　
1
06（
６
９
６
６
）６
０
９
８

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
　
1
06（
６
９
４
５
）０
９
９
９

特
定
保
守
製
品
を
買
っ
た
ら

◆
一
般
書

再
生
　
　
　
　
　
　
　（
石
田
衣
良
）

遠
い
椿
　
　
　
　
　（
澤
田
ふ
じ
子
）

運
命
の
人
（
１
・
２
）（
山
崎
豊
子
）

楊
令
伝
９
　
　
　
　
　（
北
方
謙
三
）

気
高
き
昼
寝
　
　
　
　（
天
野
作
市
）

て
の
ひ
ら
の
メ
モ
　
　（
夏
樹
静
子
）

一
手
千
両
　
　
　
　（
岩
井
三
四
二
）

家
族
　
　
　
　
　
　
　（
小
杉
健
治
）

神
去
な
あ
な
あ
日
常（
三
浦
し
を
ん
）

小
説
60
歳
の
ラ
ブ
レ
タ
ー（田

淵
高
志
）

言
い
忘
れ
て
さ
よ
う
な
ら

（
イ
ッ
セ
ー
尾
形
）

貧
困
の
僻
地
　
　
　
　（
曽
野
綾
子
）

時
間
を
超
え
て（
マ
ル
ク
・
レ
ヴ
ィ
）

強
く
な
る
将
棋
虎
の
巻（
高
橋
道
雄
）

◆
児
童
書

テ
レ
ビ
の
む
こ
う
の
謎
の
国

（
エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
）

む
し
た
ち
の
か
く
れ
ん
ぼ（久

住
卓
也
）

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
、
ゾ
ウ
さ
ん

（
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ブ
ル
ギ
ニ
ョ
ン
）

◆
お
知
ら
せ

【
お
は
な
し
広
場
】

日
時

７
月
８
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所

こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象

幼
児

短

歌

コ

ー

ナ

ー

駈
く
る
ご
と
遣や

り
し
昭
和
を
い
と
し
め
り
戦
争
・
育
児
・
五
輪
・
万
博

吉
　
岡
　
蓁
　
子

亡
き
母
の
好
き
な
紫
ク
レ
マ
チ
ス
を
写
メ
ー
ル
に
し
て
届
く
も
の
な
ら

松
　
田
　
美
智
子

究
極
は
あ
と
か
た
も
な
く
食
べ
ら
る
る
鯵
を
モ
デ
ル
に
絵
筆
進
ま
ず

島
　
村
　
千
　
恵

さ
み
ど
り
の
木
の
間
に
き
こ
ゆ
る
う
ぐ
い
す
の
ふ
く
ら
む
声
に
つ
ら
れ
息
吐
く

尾
　
崎
　
茂
　
子

榧か
や

・
椹
さ
わ
ら
・
槐
え
ん
じ
ゅに
欅
け
や
き
・
楓
か
え
で
・
栂つ
が

五
月
の
信
濃
路
土
産
の
届
く

東
　
條
　
ひ
　
ろ

毎月の月末現在を基準
日として、全国の商業を
営む事業所の事業活動の
動向を明らかにするため、
「平成21年度商業動態統
計調査」を実施します。
この調査は、経済産業省
が実施する基幹統計です。
調査対象となる事業所

には、７月上旬ごろから
知事が任命した統計調査
員がお訪ねしますので、
調査にご協力をお願いし
ます。

〈問い合わせ〉
大阪府総務部統計課
106（6944）9126

「商業動態統計調査」に
ご協力を！

地域就労支援センターの
ご案内

村地域就労支援センターでは、働く意欲が
ありながら、何らかの就労を妨げる要因を抱
えていることで就職が困難な、障害者・母子
家庭の母親・中高年齢者・臨時的な仕事に従
事し将来に不安をお持ちの若年者のために、
地域就労コーディネーターが雇用・就労に関
する相談に応じます。
時間 午前９時～午後５時の開庁日
主な内容

¡雇用・就労に関する相談
¡パソコンによる職業適性診断
（興味検査と性格検査）
¡インターネットによる求人情報検索（就
職の斡旋はできません）

¡ハローワーク河内長野の求人情報の閲覧
※相談を希望する人は、事前に電話で予約を
してください。

〈申し込み・問い合わせ〉
村地域就労支援センター（産業振興課内）
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肝炎ウイルス検診 予約受付中
12月21日（月）まで
６月１日（月）～12月末まで

①平成21年度中に満40歳となる人
②平成21年度中に満41歳以上で過去に肝炎
ウイルス検診に相当する検診を受けた事
がない人
③特定健診などにおいて肝機能検査に異常
がある人

①Ｃ型肝炎ウイルス検査
ＨＣＶ抗体検査
ＨＣＶ抗原検査（必要な人のみ）
ＨＣＶ核酸増幅検査（必要な人のみ）
②Ｂ型肝炎ウイルス検査
ＨＢｓ抗原検査

400円
※受診料の免除について
◎検診当日満70歳以上または生活保護世帯
に属する人は、受診料の免除が受けられ
ますので、必ず申し込みの際に申し出て
ください。
◎非課税世帯に属する人は、受診料の免除
が受けられますので、保健センターで用
紙を受け取り、役場税務課で事前に確認
書（無料）を発行してもらい、申し込み
時に保健センターへ提出ください。
※受診料支払い後に、免除を申し出た場合、
受診料の返還はできませんので注意くだ
さい。

申し込み期間
検診実施期間

対　　　　象

内　　　　容

委託医療機関
①村国保診療所（保健センター内）
②村国保千早診療所
③やすらぎ会　植田診療所

受　診　料

骨粗しょう症検診 予約受付中
月日 ８月27日（木）※８月26日（水）はキャンセル待ちです。
場所 保健センター
対象者
６月30日現在、40・45・50・55・60・65・70歳の女性
検診の内容
超音波による骨密度測定・結果説明と栄養相談・保健相談
定員 各30人（先着順、定員になり次第締め切ります）
受診料 500円（6月30日現在70歳の人は無料）
¡生活保護世帯の人は、受診料が免除されます。検診当
日に保健センター１階福祉係へお申し出ください。

¡住民税非課税世帯の人は、受診料が免除されます。
保健センターで用紙を受け取り、役場税務課で確認書
（無料）を発行してもらい持参ください。

受付時間 午後１時30分～３時45分（時間予約制）
※予約をされた人には検診日の２週間前ごろに受診票と詳
しい案内を送ります。

そろスタ☆ヘルスアップ教室　参加者募集
健康づくりや生活習慣病予防をそろそろスタートしよう
かと考えているあなたに、テーマ別に栄養や運動について
わかりやすくお話し、実践できるようサポートする教室を
毎月１回開催します。
男女を問わず、お気軽に参加ください。

【調理実習】
「作って食べて健康づくり☆
「 何をどれだけ食べたらいいの？」

テ　ー　マ 月日

７月28日
（火）

８月25日
（火）

９月29日
（火）

午前
９時30分
～正午

午前
９時30分
～正午

午前９時30分
～午後１時

ごろ

時　間
管理栄養士と考えよう！
「血圧が気になる

あなたの健康づくり」
～食事と血圧の関係～

運動を体験しよう！
「初心者でも楽しく身体を動かそう」

～室内で出来る運動～

管理栄養士と考えよう！
「脂肪が気になる

あなたの健康づくり」
～脂肪を貯めない食生活～

運動を体験しよう！
「気持ちよく身体を動かすコツ」

～ウォーキングの基本など～

場所 保健センター
対象者 村内在住のおおむね40歳～65歳の人
参加費 初回参加者は300円（参加２回目以降の人は150円）

※調理実習日は別途400円必要
募集人員 ５人（テーマ毎に初回の人優先、先着順）
※当日は村内団体からの申込者（10人程度）と一緒に行い
ます。
※テーマや内容が変更になる場合がありますので了承くだ
さい。
※参加決定者には詳しい案内を後日送付します。

この度、従来の「マウス脳由来の日本脳炎ワクチン（従
来のワクチン）」に加え、新たに「乾燥細胞培養日本脳炎
ワクチン（新ワクチン）」が日本脳炎予防接種の１期に使
用するワクチンに規定されました。
従来のワクチンは、１期・２期ともに使用することがで
きますが、医療機関で効果と副反応の説明を受け同意書に
署名する必要があります。
なお、厚生労働省は「日本脳炎予防接種の積極的な勧奨
をしないこと」としていることから村では、日本脳炎の予
防接種を勧めることを控えています。ただし、日本脳炎の
流行地へ渡航する場合や、蚊に刺されやすい環境にある場
合など、日本脳炎に感染するおそれが高く、予防接種を希
望する場合は、接種可能です。
詳細は厚生労働省のホームページ「日本脳炎Ｑ＆Ａ」（http:

//www.mhlw.go.jp/qa/kenkou/nouen/index.html）にも掲載さ
れています。

成人歯科健康診査 予約受付中

申し込み期間 12月21日（月）まで
検診実施期間 ６月１日（月）～12月末まで
対　　　　象 ６月30日現在40・50・60・70歳の人

内　　　　容 問診・口腔内診査・歯周疾患検査・口腔衛
生検査・保健指導

委託医療機関 村指定医療機関（富田林歯科医師会管内）
受　診　料 無料

日 本 脳 炎 予 防 接 種
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

場所 保健センター
※検診は、すべて予約制となります。
※検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診
できません。
※生活保護世帯の人は受診料が免除されます。保健センタ
ー福祉係へ事前に申し出てください。
※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前ごろに受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。

が ん 検 診 の お 知 ら せ
10月22日（木）・11月１日（日）

検　診　日 ※７月５日（日）・９月９日（水）はキャン
セル待ちです。

当日受付時間 午前８時30分～11時15分
対　　　　象 受診日現在40歳以上の人
受診できる回数 年１回
定　　　　員 各50人

内　　　　容〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影〈大腸がん〉問診・便潜血検査
受　診　料 胃がん800円、大腸がん200円

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

検　診　日 ７月５日（日）・９月９日（水）・
10月22日（木）・11月１日（日）

当日受付時間 午前８時30分～11時

対　　　　象

受診できる回数 年１回
定　　　　員 各50人

内　　　　容〈肺がん〉問診・胸部Ｘ線直接撮影（喀痰検査は必要者のみ）

受　診　料 肺がん・結核400円
肺がん喀痰検査400円

肺

が

ん

・

結

核

検

診

受診日現在40歳以上の人
（肺がん喀痰検査は胸部Ｘ線検査を受け
る50歳以上で１日の喫煙本数×喫煙年
数が600以上の人、または40歳以上で６
か月以内に血痰のあった人）

検　診　日 ９月13日（日）・10月９日（金）
当日受付時間 午後１時15分～３時

対　　　　象

受診できる回数 ２年に１回
〈子宮がん〉各55人

定　　　　員〈乳がん〉各40人
〈乳がん〉（うち40歳代は１日あたり７人まで）

内　　　　容

受　診　料 子宮がん600円、乳がん900円

子

宮

が

ん

・

乳

が

ん

検

診

〈子宮がん〉受診日現在、20歳以上の和暦
で昭和64年以前の偶数年生ま
れの人と平成元年生まれの人

〈乳がん〉受診日現在、40歳以上の和暦
で昭和44年以前の偶数年生ま
れの人

〔ただし、対象者以外でも40歳（子宮が
んは20歳）以上の人で昨年度受診してい
ない人は受診できます〕
※次の人は乳がん検診対象外です。主
治医に相談の上、医療機関で受診し
てください。

¡39歳以下の人
¡妊娠中または妊娠の可能性のある人
¡授乳中の人
¡心臓ペースメーカーを装着している人
¡豊胸術をしている人

〈子宮がん〉問診・内診・子宮頚部細胞診
〈子宮がん〉（子宮体部細胞診は実施しません）
〈乳がん〉問診・視触診・乳房Ｘ線検査

（40歳代は２方向、50歳以上
は１方向撮影）

場所 保健センター
受付 午後１時30分～３時
費用 無料

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられません。
¡平熱が37℃以上の人は接種前１
週間分の体温を記録して持参く
ださい。

７月27日（月）
生後●●●
３か月以上
90か月未満

月　日 対　象 備　考

ポ　リ　オ　予　防　接　種

健康診査＆相談など

な か よ し 広 場 ７月７日（火）午前10時
（親と子の交流会）７月15日（水） ～11時30分

８月４日（火）
午後１時 平成19年10月
～１時10分 ～12月生７月８日（水）
午後1時45分 平成17年10月
～1時55分 ～12月生

あかちゃん広場 ７月15日（水）午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児

午後１時 平成19年４月
～１時15分 ～６月生

７月17日（金）

個 別 歯 科 相 談 ７月21日（火）午後２時～３
時30分（要予約）

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ７月21日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後１時 平成21年２・

７月22日（水） ～１時10分 ３月生
午後1時15分 平成20年６・
～1時25分 ７月生

午後
個別健康栄養相談 ７月24日（金）１時30分～

（要予約）

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
&2
０
０
６
９

３ 歳 ６ か 月 児
健　康　診　査

２歳児歯科健診

４か月児健康診査

１歳児健康診査

歯科フォロー健診

１ 歳 ６ か 月 児
健　康　診　査

※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

食事療法が必要
な人、健康のた
め食生活を改善
したい人

０歳から幼稚園
入園前の乳幼児
と保護者

１歳６か月・
２歳フォロー
午後1時45分
～2時
３歳６か月
フォロー
午後2時15分
～2時30分

１歳６か月・２歳・
３歳６か月児健
診で虫歯になり
やすいと判定さ
れた幼児

歯・歯ぐき・入れ
歯に関する相談を
希望する人

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　　　類 月日（祝日を除く） 受　付 備　　考
富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

午前
こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制

～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒

第１・３ 午後１時

・クラミジア 水曜日 ～２時

血　液　検　査 午前 無料・予約制
［肝炎ウイルス］

第３水曜日 ９時30分～（先着順）
10時30分　

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり］［

（月曜日が祝日
の時は翌日）
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230
Fushii Yoshihito

わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

近況は・・・
帝塚山学院大学の文化学科で勉強しています。
そろそろ就職活動をしなくてはいけないので、
忙しくなりそうです。
趣味は・・・
バイクが趣味です。気がつけば、大型二輪免

許まで取っていました。
あとは、ドラムもやっています。
夢は・・・
バイクで日本一周をしてみたいです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
友達の誘いで麻雀を始めました。ルールと役

を覚えるとすごく面白いです。
気がつけば週３回は、友達と麻雀をしています。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
都会と違って空気がきれいだと思います。通

学も30分ぐらいなので特に不満は感じません。
ただ、最近は小学校が少なくなり私の住む地域
の小学生は苦労してるんだろうと思います。
来月号は・・・
後輩であり友達の伏井晋平くんです。
伏井くんへメッセージを・・・
たまにローソンで見るけど、大学は順調ですか。

森屋　あらき　はやと くん

（ 荒　木　　　颯　斗　）

平成20年10月１日生まれ

明るく元気にすくすく育って、幸せになってね。

父・直貴さん、母・加奈さん

水分　たけだ　しゅん くん

（ 竹　田　　　旬　）

平成20年12月９日生まれ

元気で優しい子になってね。そして、その笑顔で周りの人
みんなを幸せにしてください。

父・直樹さん、母・朋子さん

東阪 山 口　 尚 紀 くん
＜20歳　さそり座＞

中学３年生の写真です。
おぼこいですね。（むかって左）
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がんばりました
●春季テニス大会●●春季軟式野球大会●

全力を出し切って

５月31日、赤阪小学校で運動会が行なわれました。「最後まで全力
を出し切って、想い出に残る運動会にしよう」をスローガンに、児
童たちは全力で演技や競技を行なっていました。

むらの話題
あ　れ　こ　れ

●赤阪小学校運動会●

４月26日・５月24日、春季軟式野球大会が村民運
動場で行われました。大会には９チームが参加し、
熱戦が繰り広げられました。結果は次のとおりです。
優　勝 ブルームーン
準優勝 将賢ベイスターズ

●シルバー人材センター●

こんなにきれいになりました

５月23日、午前７時30分からシルバー人材センタ
ーの会員10人は、森屋西楽寺交差点前花壇の草刈り
奉仕作業を行いました。

５月17日・24日、第26回春季大会が村立テニスコート
で行われました。南河内地区大会の予選を兼ねており、
多くの参加者により熱戦が繰り広げられました。主な結
果は次の通りです。
男子の部　優　勝 山内・山内ペア　

準優勝 形井・森ペア
第３位 安達・野口ペア
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名　　　　　　　称 連　　絡　　先 実　施　日 時　　　間
休日診療所　1@81333

富田林市向陽台1－3－38
内科・歯科

休日診療
日曜日・祝日
年末年始（12月29日
～１月３日）

受付
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

午後８時～翌朝８時365日

富田林病院　1@91121（代表）
富田林市向陽台1－3－36

小児科

富田林市消防署　1@51122小児急病診療（当番病院紹介）
♯8000（携帯電話・NTTプッシュ回線利用の場合のみ）

106（6765）3650
365日 午後８時～翌朝８時

106（6761）1199
大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況紹介）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうか判断の参考に）

365日

http://kodomo－qq.jp/「こどもの救急」ホームページ（受診するかどうか判断の参考に）

24時間対応

休
日
・
夜
間
の
医
療
機
関
な
ど

年金相談

７月は障害基礎年金
現況届の提出月

国民年金保険料の
免除制度

国民年金

20歳前の障害により障害基礎年金を
受けている人は、社会保険事務所から
送付された「国民年金受給者現況届」
を７月31日（金）までに、保険課へ提出
してください。
期限までに届が提出されないときは、

年金の支払いが一時差し止めとなりま
すので、ご注意ください。
また、障害の認定期間が定められて
いて今回診断書を提出していただく必
要のある人は、届とあわせて提出して
ください。
〈問い合わせ〉保険課

経済的な理由などで国民年金保険料
を納めることが困難な場合、免除申請
をして認められれば、保険料が「全額」
または「一部」免除されます。ただし、
一部免除の場合、免除の内容によって
保険料を納めなければ未納期間となり
ます。免除された期間は、年金を受け
るために必要な期間に含まれますが、
老齢基礎年金の年金額は保険料を全額
納めた期間と比べ３分の１（一部免除
の場合免除内容によってそれぞれ異な
る）の計算になります。
申請方法

年金手帳・印鑑を持って保険課へ申
請してください。
※前年度または今年度に失業した場合
は、離職した日を確認できる公的機
関の証明書（離職票・雇用保険受給
資格者証などコピー可）があれば退

職を考慮した審査の特例があります。
〈問い合わせ〉保険課

相　　談

村では国民年金・厚生年金などの相
談に応じる「年金なんでも相談」を行
います。大阪社会保険事務局より専門
相談員が１日出張します。
なお、厚生年金被保険者証・年金手

帳などの記号番号や加入脱退の年月日、
または過去の履歴などをメモしておけ
ばより具体的な説明が受けられます。
日ごろ年金について不明な点があれば、
ぜひこの機会に相談ください。
日時 ７月23日（木）
¡午前10時～11時30分
（いきいきサロンくすのき健康相談室）
¡午後１時～３時
（いきいきサロンやまゆり娯楽室）
〈問い合わせ〉保険課

募　　集

大阪府森林組合では、地元の木材
「おおさか河内材」を使って、高耐久・
高耐震・環境・健康はもとより、省エ
ネルギーやメンテナンス計画まで配慮
して、人と地球に優しい、長く暮らせ
る家を建てることについて、４回にわ
たりセミナーを開催します。
日時

第１回　７月12日（日）「環境と省エネ住宅」
第２回　７月26日（日）「健康住宅」
第３回　８月30日（日）「耐震・耐久住宅」
第４回　９月27日（日）「税制優遇について」

全４回とも午後１時～４時
場所 南河内林業総合センター

「ラ・フォレスタ」
（千早赤阪村東阪1238－５）

募集人数 各回20人
参加費 無料
〈申し込み・問い合わせ〉

大阪府森林組合　建築事業部
70120（630）854

～あなたの素直な気持ちを

伝えませんか？～

障がいのある人とない人との心のふ
れあいの体験を書いた作文や、障がい
者への理解を促進するポスターを募集
しています。入選者には賞状などを贈
ります。
○作文 400字詰め原稿用紙（縦書き）
小・中学生は２～４枚
高校生・一般は４～６枚
○ポスター 小・中学生のみ
Ｂ３画用紙または四つ切りサイズ画
用紙（縦長のみ）
受付 ７月１日（水）～９月７日（月）
応募方法

郵送（９月７日（月）の当日消印有効）
または持参。作文は点字や電子メール
での応募もできます。
※土・日・祝日は持参による受け付け
はありません。

〈応募・問い合わせ〉

〒540－8570
大阪府福祉部障がい福祉室計画推進課
企画調整グループ
106（6941）0351（内線2464）
※詳細はホームページに掲載
http://www.pref.osaka.jp/shogaifukushi/
index.html

地産地消の木造住宅セミナー
～長期優良住宅の勧め～

心の輪を広げる体験作文・障がい者
週間のポスターの募集
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平
成
21
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
４
期
（
７
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
21
年
７
月
31
日（
金
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
７
月
24
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所 午前診 B～F 午前９時～正午
午後診（火・金）午後４時30分～６時30分

（土・日・祝・休診）

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

税務課からのお知らせ

固定資産税第２期分の
納期限は７月31日

税

税金は期限内に納付して頂けますよ
うお願いします。
なお、村・府民税第１期分および軽
自動車税の未納がある場合は、あわせ
て納付してください。
〈問い合わせ〉税務課

平成21年１月２日から平成22年１月
１日までに新築・増改築された家屋に
ついては、平成22年度より固定資産税
の課税対象となります。
村では、適正な課税をさせていただ
くため、家屋調査に伺います。調査時
間はおおむね１時間程度ですので、ご
理解とご協力をお願いします。
なお、家屋の取り壊しをした場合も
連絡ください。
〈問い合わせ〉税務課

長期優良住宅の普及の促進に関する
法律の施行の日（平成21年６月４日）
から平成22年３月31日までに、次の要
件にあてはまる「認定長期優良住宅」
を新築した場合、当該住宅にかかる固
定資産税の２分の１の額が減額されま
す。対象は、次の要件をすべて満たす
住宅です。
¡長期優良住宅の普及の促進に関する
法律に規定する認定長期優良住宅

¡平成21年６月４日から平成22年３月

31日までの間に新築された住宅
¡人の居住の用に供する部分の床面積
が当該家屋の床面積の２分の１以上
である住宅

¡住宅部分の床面積が50平方メートル
以上280平方メートル以下（一戸建
以外の賃貸住宅の場合は40平方メー
トル以上）
減額される期間

¡３階建て以上の耐火住宅・準耐火住
宅…新築後７年間

¡上記以外の住宅…新築後５年間
減額対象床面積など

¡１戸あたり120平方メートル（居住
部分に限る）まで

¡当該住宅にかかる固定資産税の２分
の１の額が減額されます。
申告方法

申告される納税者の人は、税務課に
備え付けの申告書に必要事項を記載
し、長期優良住宅の認定通知書などの
写しを添付して、新築された翌年の１
月31日までに申告してください。
〈問い合わせ〉税務課

６月１日発送の府民税・村民税納税
通知書に同封させていただきました
「平成21年度村民税のあらまし」の中で、
地震保険料控除に誤りがありました。
お詫びをして次のように訂正します。
誤）証明額全額（限度額50,000円）
正）証明額の１／２（限度額25,000円）

福　　祉

65歳以上の人で次のいずれかに該当

する場合は、「老人医療（一部負担金
相当額等一部助成）医療証」を発行し
ています。
現在使用している医療証（黄色）は、

７月31日（金）限りで使用できません。
８月１日（土）から新しい医療証（空

色）にかわりますので、申請手続きを
してください。受け付けは7月30日（木）
と31日（金）の２日間、保険課で行いま
す。小吹台地区の人は、小吹台連絡所
で受け付けを行います。（切り替え対
象者には通知します。）
対象

q障がい者医療助成に該当する人
（身体障害者手帳１級または２級、療
育手帳重度など）

w特定疾患治療研究事業に該当する難
病にかかっている人

e精神の通院治療または結核の治療を
受けている人

rひとり親家庭医療助成に該当する人
※所得制限があります。
申請に必要なもの

q～eに該当する人
身体障害者手帳・療育手帳・特定疾
患医療受給者証または登録者証・自立
支援医療受給者証（精神通院）・感染
症法の患者票（結核）のうち該当する
もの
rに該当する人
事前に下記まで問い合わせてくださ
い。

q～r共通に必要なもの
健康保険証・印鑑
助成の内容

健康保険証を使って診療（保険診療
に限る）を受けたとき、医療機関に支
払う医療費の自己負担額の一部を助成。
〈問い合わせ〉保険課

家屋調査に伺います

認定長期優良住宅（200年
住宅）にかかる固定資産
税の減額について

老人医療（一部負担金相
当額等一部助成）の申請
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相 　 　 談
７月２日（木）・16日（木）
８月６日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

７月２日（木）
８月６日（木）児　　童

７月16日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
時間　午前９時～午後５時
場所　住民課
※事前に電話で予約してください。

人　　権

千早、東阪、小吹
中津原、森屋

川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

７月３日（金）
７日（火）・10日（金）
14日（火）・17日（金）
21日（火）・24日（金）
28日（火）・31日（金）
８月４日（火）

７月16日（木）

７月22日（水）

７月17日（金）予定

７月29日（水）予定

７月30日（木）予定

７月９日（木）
23日（木）

７月１日（水）
８月５日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,437人（＋５）

男　　3,047人（±０）

女　　3,390人（＋５）

世帯数　2,371戸（＋７）

５月末日現在、（ ）は対前月比
1等・前後賞合わせて3億円！

1等2億円×39本／前後賞各5,000万円 2等1億円×39本
（発売額1,170億円　39ユニットの場合）

発売期間：7月13日（月）～7月31日（金） 抽選日：8月11日（火）
サマージャンボ宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくり

に使われます。

〈問い合わせ〉（財）大阪府市町村振興協会　106（6920）4566

サマージャンボ宝くじ発売!!

職員提案制度により、役場（本館入
口）に意見箱を設置しました。村民の
皆さんからの村政全般に関する幅広い
ご意見をお待ちしております。また、
村ホームページでのご意見も募集して
います。

ご意見箱を設置

蘇れ「希望の虹」
●急斜面地斜面壁画清掃●

６月13日・14日、千早地区にあるコンクリート防災壁の巨大壁画（縦30

メートル、幅50メートル）の清掃が行なわれました。当日は、山岳連盟な
どの協力を得て延べ90人のメンバーが清掃にあたり、完成当時の鮮やかな
色彩を取り戻しました。

清掃後の壁画


